
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 屋久島環境文化村センター喫茶スペース入居者募集 ～ 

 鹿児島県では、屋久島環境文化村センター内の喫茶コーナーの入居者を募集します。 

１ 入 居 場 所 屋久島環境文化村センター１階（127.61㎡） 

２ 所 在 地 鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦 823番地１ 

３ 応 募 締 切 令和２年 10月 30日（金）まで ※当日消印有効 

４ 応募方法等 応募希望の方は、応募に必要な書類及び応募資格など詳しい内容を記載した「入居者募集

要領」を送付又は配布しますので、下記の問い合わせ先までご連絡ください。 

 問い合わせ先 鹿児島県環境林務部自然保護課自然保護係 眞邉 

TEL 099-286-2613 FAX 099-286-5546 

第２４３号 ２０２０年 ９月発行 

 発行 公益財団法人屋久島環境文化財団 電話 0997-42-2911 

屋久島ファンクラブ会員募集のお知らせ 

屋久島環境文化財団では、世界自然遺産の島「屋久島」のすばらしい自然を未来へ引き継ぐための様々な

活動を支援していただくために「屋久島ファンクラブ」の会員を募集しております。ファンクラブの会費は、

屋久島の環境学習活動や自然保護活動、地域づくりを推進する活動などに役立たせていただいています。 

なお、年会費は 2,000円となります。（１年更新） 

●ご入会特典● 

１．オンリーワン会員証の発行 

２．財団出版物・オリジナルグッズをプレゼント 

３．屋久島環境文化村センターの観覧料無料 

４．屋久島環境文化研修センターのセミナーの割引 

５．「世界遺産 屋久島ＷＡＯＮカード」を希望者全員に１枚プレゼント 

 

 

※上記は財団出版物・オリジナルグッズの一例です。 

ご入会希望の方は、屋久島環境文化財団（0997-42-2911）までご連絡をお願い致します。 
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休館日 

●村センター・研修センター 9/14・9/23・9/28・10/5・10/12・10/19・10/26（毎週月曜日） 

 

 

インストラクターだより 

「エシカル消費～豊かさの裏側を考える～」  インストラクター／SDGs 推進担当：福元やっくん 

「エシカル」（ethical）という言葉を耳にしたことはありますか？もともとは「倫理的な」を意味する英語で、「『人

と社会、地球環境、地域のことを考慮して作られたモノ』を購入・消費する」といったニュアンスで捉えられるこ

とが多い概念です。 

 21 世紀に入り、経済を優先する社会システムによって、気候変動に伴う異常気象の多発、森林・水産資源の枯渇、

生物多様性の損失、様々な問題が発生しています。その原因の１つは、物を作る人と使う人の繋がりが複雑化し、

物がもたらす豊かさとその背景が切り離されていることにあります。 

 人間は生きていくうえで、消費から逃れることはできません。生活に必要な「衣・食・住」というこれらは「い

つ・どこで・誰が・どうやって」作ったのか。私たちが消費しているものやサービスの生産背景を知り、生産者の

搾取を助長しないものを買ったり、環境負荷の低いものを買ったりするという行動を取ることは、それ自体が社会

問題の解決への貢献となります。 

 消費者は日々の買い物を通じ、世界に影響を与えることができます。世界で起きている、さまざまな深刻な問題

を「消費者として解決する」うえで、自分が与え得る影響について、しっかり考えてみませんか？ 

 

屋久島を想う 

文化村センター 桑幡 純一 

屋久島に住んで初めての夏。他県の知事はテレビで、「この夏は特別な夏」として、帰省や 

旅行の自粛を求めていた。 

そのことを受けて、というわけではないが、今年のお盆は帰省せず、屋久島で過ごした。テレビは、この時期恒

例の帰省・Ｕターンラッシュの混雑を伝えず、記録的に遅い梅雨明けの後は、冷夏ではなく猛暑だった。地球温暖

化の影響か、天気予報の「猛烈な」とか、「５０年に１度の」などの表現も、半ば日常化してしまった感じがする。 

国や県は、ウィズコロナ時代の「新しい日常（New Normal）」、新しい生活様式を呼びかけ、前後して、日本中が

コロナ以前に決まっていた新しい生活様式を導入した。レジ袋の有料化。ここ屋久島では、とうに、「あたりまえ

（Normal）」の生活様式となっている。 

島で過ごした盆休みは、ヤクシカ、ヤクシマザル、森や滝との出会いに癒やされ、ペルセウス座流星群や星空に

圧倒され、朝日に照らされた虹を子どものように喜んで過ごした。 

「ふるさとは遠きにありて想ふもの」と、室生犀星は故郷への複雑な心境を詠んだが、私は「やくしまは近きに

ありて想ふもの」と、あまりに無邪気だった。 

今年の夏、皆さんは、どこで、どのように屋久島を、または屋久島の人を、出郷者を、想っていましたか？ 

 

   ハワイアンキルト屋久島展 
 鹿児島市で活動するハワイアンキルトサークルの作品展を開催します。期間中、体験レッスンも開催

しますので、興味がある方は下記連絡先までご連絡ください。 

●場所：屋久島環境文化村センター交流ホール 

  主催：キャッシーズファミリーキルトスクールかごしま 

 

★体験レッスン日時★ 

 【第１回】10月４日(日)午前の部：午前10時～正午 

 【第１回】10月４日(日)午後の部：午後２時～４時 

 【第２回】10月30日(金)午後の部：午後２時～４時           ※連絡先 090-3607-2699（コウラ） 

エシカル消費で貢献する持続可能

な開発目標（ＳＤＧｓ） 


